
ワークシート 

書くことを取り入れる 

 

児童が考えながら書く３つの場面について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学年や活動の展開の仕方によっては，書く活動の回数を少なくすることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①中心発問 

・価値に迫るための発問に対して，考えて書く。 

②自問自答タイム 

  ・本時の価値（課題）に対して，学習したことを通
して自分事として考えて書く。 

③ふりかえり 

・今日一番の学びを書く。 
・今の自分について振り返り，これから生かした 
いことを書く。 
（②で書ける場合もある。） 

④自己評価 

  ・５つの観点から一番当てはまるものに〇をする。 

   ・心に残るお話だった。 
   ・一生懸命考えた。 
   ・友だちの意見を聞いて「へー」「なるほど」と 
    思った。 
   ・自分考えを伝えることができた。 
   ・「自分だったらどうするか。」「似たような経験 
    があるなと。」と思った。 
 

②での児童の気付きや心情の

変化，思考の深まりや広がり

を大切にする 

・一面的な見方から多面的・

多角的な見方へと発展して

いるか 

・道徳的価値の理解，自己を

見つめる，自分の生き方に

ついて考えを深めているか 

①の児童の考えをその後の対話

的な学びに生かす 

書くことで児童の思いや考えを生かした 道徳科の授業 

③で「今日の一番の学びを書こ

う」と児童に問い，今日の学習

を振り返らせる。 

④で自己評価を行い，道徳の時

間全体の自分の思考を振り返

る。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ワークシート 例）                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

 

②  
 

③ ④  

今日一番の学びを書く 
 

 
おもに中心発問の後で 
 

 

毎時間，自己評価を行う 
 

 
自問自答のときに 
 

 



（ワークシート等の記述内容 例） 
 

１・２年「すてきなことば『あふたあゆう』」 がっこうを たのしく  

Ｃ－（１４） よりよい学校生活 集団生活の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年「わたしのしたこと」 親切とおせっかい Ｂ－（６）親切，思いやり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
５・６年「ブランコ乗りとピエロ」 広い心で Ｂ－（11）相互理解，寛容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートに記入した 
ことを，発表に生かす。 
 
 
 

 


